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業務用・家庭用

取扱・据付工事説明書
（販売店・工事店様用）

ファンコイルユニット・ファンコンベクター
形名
LV-150WRE-M1·W1
LV-250WRE-M1·W1
LV-300WRE-M1·W1
LV-400WRE-M1·W1
LV-600WRE-M1·W1
VW-250WRE-M1·W1
VW-350WRE-M1·W1
VW-500WRE-M1·W1
VW-700WRE-M1·W1
VW-200WE2(-W)
VW-300WE2(-W)
VW-400WE2(-W)



1. 安全のために必ず守ること安全のために必ず守ること
この「安全のために必ず守ること」をよくお読みのうえ、取り扱ってください。
ここに記載した注意事項は、安全に関する重要な内容です。必ずお守りください。

図記号の意味は次のとおりです。

お読みになったあとは、お使いになる方に必ず本書をお渡しください。
お使いになる方は、本書をいつでも見られるところに大切に保管してください。移設・修理の場合、工事をされる方にお
渡しください。また、お使いになる方が代わる場合、新しくお使いになる方にお渡しください。

電気配線工事は「第一種電気工事士」の資格のある者が行うこと。
[1] 一般事項

取扱いを誤った場合、使用者が死亡または重傷を負うことが想定される危害の程度

取扱いを誤った場合、使用者が軽傷を負うことが想定されるか、または物的損害の発生が想定
される危害・損害の程度

（一般禁止） （接触禁止） （水ぬれ禁止） （ぬれ手禁止） （一般注意） （発火注意） （感電注意） （高温注意）

（回転物注意） （一般指示） アース線を
必ず接続せよ

一般事項

吹出し風を身体に直接当てないこと。

使用禁止

吹出し風を身体に直接当てた場合、体調悪
化や健康障害、食品劣化のおそれあり。

冷やし過ぎないこと。

使用禁止

冷やし過ぎた場合、体調悪化や健康障害、
食品劣化のおそれあり。

特殊環境では、使用しないこと。

使用禁止

油・蒸気・有機溶剤・腐食ガス（アンモニ
ア・硫黄化合物・酸など）の多いところ
や、酸性やアルカリ性の溶液・特殊なスプ
レーなどを頻繁に使うところで使用した場
合、著しい性能低下・腐食による水漏れ・
けが・感電・故障・発煙・火災のおそれあ
り。

吹き出しの風が直接あたる所に燃焼器
具を置かないこと。

使用禁止
燃焼器具が不完全燃焼を起こし、酸素欠
乏・一酸化炭素中毒のおそれあり。

ユニットを水・液体で洗わないこと。

水ぬれ禁止

ショート・漏電・感電・故障・発煙・発
火・火災のおそれあり。

電気部品に水をかけないこと。

水ぬれ禁止

ショート・漏電・感電・故障・発煙・発
火・火災のおそれあり。

ぬれた手で電気部品に触れたり、スイッ
チ・ボタンを操作したりしないこと。

ぬれ手禁止
感電・故障・発煙・発火・火災のおそれあ
り。

掃除・整備・点検をする場合、運転を
停止して、主電源を切ること。

感電注意

けが・感電のおそれあり。
ファン・回転機器により、けがのおそれあ
り。

換気をよくすること。

換気を実行

燃焼器具を使用した場合、不完全燃焼を起
こし、酸素欠乏・一酸化炭素中毒のおそれ
あり。
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[2] 運搬・据付工事をするときに

異常時（こげ臭いなど）は、運転を停止
して電源スイッチを切ること。 　

指示を実行

お買い上げの販売店・お客様相談窓口に連
絡すること。
異常のまま運転を続けた場合、感電・故
障・火災のおそれあり。

据付台が傷んでいないか定期的に点検す
ること。

　

指示を実行
ユニットの落下によるけがのおそれあり。

改造はしないこと。 　

禁止

水漏れ・けが・感電・火災のおそれあり。

殺虫剤・可燃性スプレーなどを製品の
近くに置いたり、直接吹付けないこ
と。

　

使用禁止変形・引火・火災・爆発のおそれあり。

パネルやガードを外したまま運転しな
いこと。 　

使用禁止

回転機器に触れると、巻込まれてけがのお
それあり。
高電圧部に触れると、感電のおそれあり。
高温部に触れると、火傷のおそれあり。

食品・動植物・精密機器・美術品の保
存など特殊用途には使用しないこと。

　

使用禁止
保存品が品質低下するおそれあり。

吹き出しの風が直接あたる所に動植物
を置かないこと。

　

使用禁止
悪影響のおそれあり。

運転停止後、すぐにユニットの電源を
切らないこと。

　

禁止

運転停止から5分以上待つこと。
ユニットが故障し、水漏れにより家財がぬ
れるおそれあり。

部品端面・ファンや熱交換器のフィン
表面を素手で触れないこと。

　

接触禁止
けがのおそれあり。

水の入った容器を製品などの上に載せな
いこと。

　

水ぬれ禁止

水がこぼれた場合、ショート・漏電・感
電・故障・発煙・発火・火災のおそれあ
り。

運転中および運転停止直後の吹出し口
に素手で触れないこと。

　

やけど注意
火傷のおそれあり。

空気の吹出口や吸込口に指や棒などを
入れないこと。

　

回転物注意
ファンによるけがのおそれあり。

作業するときは保護具を身につけるこ
と。

　

けが注意
けがのおそれあり。

販売店または専門業者が定期的に点検す
ること。 　

指示を実行

ユニットの内部にゴミ・ほこりがたまった
場合、ドレン排水経路が詰まり、水漏れに
より家財がぬれるおそれあり。
においが発生するおそれあり。

水回路内の水が凍結する可能性のある地
域では、水回路の温度が０℃以下になら
ないようにユニットを運転する。

　

指示を実行
水回路凍結によりユニットが損傷するおそ
れあり。
水漏れにより家財がぬれるおそれあり。

水回路を定期的に点検・洗浄すること。 　

指示を実行

水回路が汚れた場合、著しい性能低下や腐
食によりユニットが損傷するおそれあり。
水漏れにより家財がぬれるおそれあり。

運搬・据付工事をするときに

搬入を行う場合、ユニットの指定位置
にて吊下げること。また、横ずれしな
いよう固定し、四点支持で行うこと。

　

運搬注意
三点支持で運搬・吊下げをした場合、不安
定になり、ユニットが転倒・落下し、けが
のおそれあり。
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安全のために必ず守ること
この「安全のために必ず守ること」をよくお読みのうえ、取り扱ってください。
ここに記載した注意事項は、安全に関する重要な内容です。必ずお守りください。

図記号の意味は次のとおりです。

お読みになったあとは、お使いになる方に必ず本書をお渡しください。
お使いになる方は、本書をいつでも見られるところに大切に保管してください。移設・修理の場合、工事をされる方にお
渡しください。また、お使いになる方が代わる場合、新しくお使いになる方にお渡しください。

電気配線工事は「第一種電気工事士」の資格のある者が行うこと。
[1] 一般事項

取扱いを誤った場合、使用者が死亡または重傷を負うことが想定される危害の程度

取扱いを誤った場合、使用者が軽傷を負うことが想定されるか、または物的損害の発生が想定
される危害・損害の程度

（一般禁止） （接触禁止） （水ぬれ禁止） （ぬれ手禁止） （一般注意） （発火注意） （感電注意） （高温注意）

（回転物注意） （一般指示） アース線を
必ず接続せよ

一般事項

吹出し風を身体に直接当てないこと。

使用禁止

吹出し風を身体に直接当てた場合、体調悪
化や健康障害、食品劣化のおそれあり。

冷やし過ぎないこと。

使用禁止

冷やし過ぎた場合、体調悪化や健康障害、
食品劣化のおそれあり。

特殊環境では、使用しないこと。

使用禁止

油・蒸気・有機溶剤・腐食ガス（アンモニ
ア・硫黄化合物・酸など）の多いところ
や、酸性やアルカリ性の溶液・特殊なスプ
レーなどを頻繁に使うところで使用した場
合、著しい性能低下・腐食による水漏れ・
けが・感電・故障・発煙・火災のおそれあ
り。

吹き出しの風が直接あたる所に燃焼器
具を置かないこと。

使用禁止
燃焼器具が不完全燃焼を起こし、酸素欠
乏・一酸化炭素中毒のおそれあり。

ユニットを水・液体で洗わないこと。

水ぬれ禁止

ショート・漏電・感電・故障・発煙・発
火・火災のおそれあり。

電気部品に水をかけないこと。

水ぬれ禁止

ショート・漏電・感電・故障・発煙・発
火・火災のおそれあり。

ぬれた手で電気部品に触れたり、スイッ
チ・ボタンを操作したりしないこと。

ぬれ手禁止
感電・故障・発煙・発火・火災のおそれあ
り。

掃除・整備・点検をする場合、運転を
停止して、主電源を切ること。

感電注意

けが・感電のおそれあり。
ファン・回転機器により、けがのおそれあ
り。

換気をよくすること。

換気を実行

燃焼器具を使用した場合、不完全燃焼を起
こし、酸素欠乏・一酸化炭素中毒のおそれ
あり。
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[2] 運搬・据付工事をするときに

異常時（こげ臭いなど）は、運転を停止
して電源スイッチを切ること。 　

指示を実行

お買い上げの販売店・お客様相談窓口に連
絡すること。
異常のまま運転を続けた場合、感電・故
障・火災のおそれあり。

据付台が傷んでいないか定期的に点検す
ること。

　

指示を実行
ユニットの落下によるけがのおそれあり。

改造はしないこと。 　

禁止

水漏れ・けが・感電・火災のおそれあり。

殺虫剤・可燃性スプレーなどを製品の
近くに置いたり、直接吹付けないこ
と。

　

使用禁止変形・引火・火災・爆発のおそれあり。

パネルやガードを外したまま運転しな
いこと。 　

使用禁止

回転機器に触れると、巻込まれてけがのお
それあり。
高電圧部に触れると、感電のおそれあり。
高温部に触れると、火傷のおそれあり。

食品・動植物・精密機器・美術品の保
存など特殊用途には使用しないこと。

　

使用禁止
保存品が品質低下するおそれあり。

吹き出しの風が直接あたる所に動植物
を置かないこと。

　

使用禁止
悪影響のおそれあり。

運転停止後、すぐにユニットの電源を
切らないこと。

　

禁止

運転停止から5分以上待つこと。
ユニットが故障し、水漏れにより家財がぬ
れるおそれあり。

部品端面・ファンや熱交換器のフィン
表面を素手で触れないこと。

　

接触禁止
けがのおそれあり。

水の入った容器を製品などの上に載せな
いこと。

　

水ぬれ禁止

水がこぼれた場合、ショート・漏電・感
電・故障・発煙・発火・火災のおそれあ
り。

運転中および運転停止直後の吹出し口
に素手で触れないこと。

　

やけど注意
火傷のおそれあり。

空気の吹出口や吸込口に指や棒などを
入れないこと。

　

回転物注意
ファンによるけがのおそれあり。

作業するときは保護具を身につけるこ
と。

　

けが注意
けがのおそれあり。

販売店または専門業者が定期的に点検す
ること。 　

指示を実行

ユニットの内部にゴミ・ほこりがたまった
場合、ドレン排水経路が詰まり、水漏れに
より家財がぬれるおそれあり。
においが発生するおそれあり。

水回路内の水が凍結する可能性のある地
域では、水回路の温度が０℃以下になら
ないようにユニットを運転する。

　

指示を実行
水回路凍結によりユニットが損傷するおそ
れあり。
水漏れにより家財がぬれるおそれあり。

水回路を定期的に点検・洗浄すること。 　

指示を実行

水回路が汚れた場合、著しい性能低下や腐
食によりユニットが損傷するおそれあり。
水漏れにより家財がぬれるおそれあり。

運搬・据付工事をするときに

搬入を行う場合、ユニットの指定位置
にて吊下げること。また、横ずれしな
いよう固定し、四点支持で行うこと。

　

運搬注意
三点支持で運搬・吊下げをした場合、不安
定になり、ユニットが転倒・落下し、けが
のおそれあり。
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[3] 据付工事をするときに

[4] 配管工事をするときに

20kg以上の製品の運搬は、1人でし
ないこと。

　

運搬禁止
けがのおそれあり。

据付工事をするときに

可燃性ガスの発生・流入・滞留・漏れ
のおそれがあるところにユニットを設
置しないこと。

　

据付禁止可燃性ガスがユニットの周囲にたまると、
火災・爆発のおそれあり。

梱包材は廃棄すること。 　

指示を実行

けがのおそれあり。

梱包材は破棄すること。 　

指示を実行

窒息事故のおそれあり。

三菱電機指定の部品を使用し、取り付
けは販売店または専門業者に依頼する
こと。

　

指示を実行水漏れ・感電・火災のおそれあり。

地震に備え、所定の据付工事を行うこ
と。

　

指示を実行
ユニットの転倒・落下によるけがのおそれ
あり。

ユニットは水準器などを使用して、水平
に据付けること。

　

指示を実行

据付けたユニットに傾斜がある場合、ユ
ニットが転倒し、けがのおそれあり。 
水漏れのおそれあり。

ユニットの質量に耐えられるところに据
付けること。

　

指示を実行
強度不足や取り付けに不備がある場合、ユ
ニットが落下し、けがのおそれあり。

ぬれて困るものの上に据付けないこ
と。 　

据付禁止

湿度が80％を超える場合や、ドレン出口が
詰まっている場合、室内ユニットからの露
落ちにより、天井・床がぬれるおそれあ
り。

室内ユニットは水のかかるところや高湿
度で結露するところには据付けないこ
と。

　

水ぬれ禁止ショート・漏電・感電・故障・発煙・発
火・火災のおそれあり。

販売店または専門業者が据付工事説明書
に従って据付工事を行うこと。

　

指示を実行
水漏れ・けが・感電・故障・火災のおそれ
あり。

配管工事をするときに

販売店または専門業者が据付工事説明書
に従ってドレン配管工事を行うこと。

　

指示を実行
水漏れにより家財がぬれるおそれあり。

ドレン水が排水できることを確認するこ
と。

　

指示を実行
不備がある場合、水漏れにより家財がぬれ
るおそれあり。

ドレン配管は断熱すること。 　

指示を実行

不備がある場合、露落ちにより天井・床が
ぬれるおそれあり。

氷点下になる環境に据え付ける場合はド
レン配管を断熱すること。

　

指示を実行
凍結により周囲がぬれるおそれあり。
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[5] 電気工事をするときに

[6] 移設・修理をするときに

作業完了後、水が漏れていないことを確
認すること。

　

指示を実行
水漏れにより家財がぬれるおそれあり。
水漏れにより天井・床がぬれるおそれあり。

電気工事をするときに

製品に指定以外の電源電圧を接続しな
いこと。

　

接続禁止
機器損傷・故障・発煙・火災のおそれあり。

配線に外力や張力が伝わらないように
すること。

　

発火注意
伝わった場合、発熱・断線・発煙・発火・
火災のおそれあり。

端子接続部に配線の外力や張力が伝わ
らないように固定すること。

　

発火注意
発熱・断線・発煙・発火・火災のおそれあ
り。

電気工事は第一種電気工事士の資格のあ
る者が、「電気設備に関する技術基準」・
「内線規程」および据付工事説明書に
従って行うこと。電気配線には所定の配
線を用い専用回路を使用すること。

　

指示を実行電源回路容量不足や施工不備があると、感
電・故障・発煙・発火・火災のおそれあ
り。

電源には漏電遮断器を取り付けること。 　

指示を実行

漏電遮断器はユニット1台につき1個設置す
ること。
取り付けない場合、感電・発煙・発火・火
災のおそれあり。

正しい容量のブレーカ（手元開閉器 [開
閉器とB種ヒューズ ]・配線用遮断器）
を使用すること。

　

指示を実行
指定より大きな容量のブレーカを使用する
と、感電・故障・発煙・発火・火災のおそ
れあり。

電源配線には、電流容量などに適合した
規格品の配線を使用すること。

　

指示を実行
漏電・発熱・発煙・発火・火災のおそれあ
り。

D種接地工事（アース工事）は第一種電
気工事士の資格のある電気工事業者が行
うこと。アース線は、ガス管・水道管・
避雷針・電話のアース線に接続しないこ
と。

　

アース接続
感電・ノイズによる誤動作・発煙・発火・
火災・爆発のおそれあり。

移設・修理をするときに

改造はしないこと。ユニットの移設・
分解・修理は販売店または専門業者に
依頼すること。

　

禁止水漏れ・けが・感電・火災のおそれあり。
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[3] 据付工事をするときに

[4] 配管工事をするときに

20kg以上の製品の運搬は、1人でし
ないこと。

　

運搬禁止
けがのおそれあり。

据付工事をするときに

可燃性ガスの発生・流入・滞留・漏れ
のおそれがあるところにユニットを設
置しないこと。

　

据付禁止可燃性ガスがユニットの周囲にたまると、
火災・爆発のおそれあり。

梱包材は廃棄すること。 　

指示を実行

けがのおそれあり。

梱包材は破棄すること。 　

指示を実行

窒息事故のおそれあり。

三菱電機指定の部品を使用し、取り付
けは販売店または専門業者に依頼する
こと。

　

指示を実行水漏れ・感電・火災のおそれあり。

地震に備え、所定の据付工事を行うこ
と。

　

指示を実行
ユニットの転倒・落下によるけがのおそれ
あり。

ユニットは水準器などを使用して、水平
に据付けること。

　

指示を実行

据付けたユニットに傾斜がある場合、ユ
ニットが転倒し、けがのおそれあり。 
水漏れのおそれあり。

ユニットの質量に耐えられるところに据
付けること。

　

指示を実行
強度不足や取り付けに不備がある場合、ユ
ニットが落下し、けがのおそれあり。

ぬれて困るものの上に据付けないこ
と。 　

据付禁止

湿度が80％を超える場合や、ドレン出口が
詰まっている場合、室内ユニットからの露
落ちにより、天井・床がぬれるおそれあ
り。

室内ユニットは水のかかるところや高湿
度で結露するところには据付けないこ
と。

　

水ぬれ禁止ショート・漏電・感電・故障・発煙・発
火・火災のおそれあり。

販売店または専門業者が据付工事説明書
に従って据付工事を行うこと。

　

指示を実行
水漏れ・けが・感電・故障・火災のおそれ
あり。

配管工事をするときに

販売店または専門業者が据付工事説明書
に従ってドレン配管工事を行うこと。

　

指示を実行
水漏れにより家財がぬれるおそれあり。

ドレン水が排水できることを確認するこ
と。

　

指示を実行
不備がある場合、水漏れにより家財がぬれ
るおそれあり。

ドレン配管は断熱すること。 　

指示を実行

不備がある場合、露落ちにより天井・床が
ぬれるおそれあり。

氷点下になる環境に据え付ける場合はド
レン配管を断熱すること。

　

指示を実行
凍結により周囲がぬれるおそれあり。
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[5] 電気工事をするときに

[6] 移設・修理をするときに

作業完了後、水が漏れていないことを確
認すること。

　

指示を実行
水漏れにより家財がぬれるおそれあり。
水漏れにより天井・床がぬれるおそれあり。

電気工事をするときに

製品に指定以外の電源電圧を接続しな
いこと。

　

接続禁止
機器損傷・故障・発煙・火災のおそれあり。

配線に外力や張力が伝わらないように
すること。

　

発火注意
伝わった場合、発熱・断線・発煙・発火・
火災のおそれあり。

端子接続部に配線の外力や張力が伝わ
らないように固定すること。

　

発火注意
発熱・断線・発煙・発火・火災のおそれあ
り。

電気工事は第一種電気工事士の資格のあ
る者が、「電気設備に関する技術基準」・
「内線規程」および据付工事説明書に
従って行うこと。電気配線には所定の配
線を用い専用回路を使用すること。

　

指示を実行電源回路容量不足や施工不備があると、感
電・故障・発煙・発火・火災のおそれあ
り。

電源には漏電遮断器を取り付けること。 　

指示を実行

漏電遮断器はユニット1台につき1個設置す
ること。
取り付けない場合、感電・発煙・発火・火
災のおそれあり。

正しい容量のブレーカ（手元開閉器 [開
閉器とB種ヒューズ ]・配線用遮断器）
を使用すること。

　

指示を実行
指定より大きな容量のブレーカを使用する
と、感電・故障・発煙・発火・火災のおそ
れあり。

電源配線には、電流容量などに適合した
規格品の配線を使用すること。

　

指示を実行
漏電・発熱・発煙・発火・火災のおそれあ
り。

D種接地工事（アース工事）は第一種電
気工事士の資格のある電気工事業者が行
うこと。アース線は、ガス管・水道管・
避雷針・電話のアース線に接続しないこ
と。

　

アース接続
感電・ノイズによる誤動作・発煙・発火・
火災・爆発のおそれあり。

移設・修理をするときに

改造はしないこと。ユニットの移設・
分解・修理は販売店または専門業者に
依頼すること。

　

禁止水漏れ・けが・感電・火災のおそれあり。
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[7] お願い

お願い
長時間使用しない時は、主電源を切ってください。
安全のため電源を切ること。故障のおそれあり。

運転期間中は電源を切らないでください。
ドレンポンプや開閉に通電を要する電動弁を組込んだユ
ニットは故障のおそれあり。

ユニットの使用温度範囲を守ってください。
範囲外で使用した場合、故障のおそれあり。

吹出口・吸込口を塞がないでください。
風の流れを妨げた場合、能力低下・故障のおそれあり。

エアフィルターを外した状態で運転しないでください。
ユニット内部にゴミが詰まり、故障のおそれあり。

ユニットを電気的ノイズの発生源がある所に据付ける場合
は、ノイズ対策を行ってください。
インバーター機器・自家発電機・高周波医療機器・無線
通信機器などの影響によるユニットの故障・誤動作のお
それあり。

ユニットから発生する電気的ノイズが問題となる所に据付
ける場合は、ノイズ対策を行ってください。
医療行為を妨げるおそれあり。
映像放送の乱れ・雑音が生じるおそれあり。
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2. 各部の名称とはたらき
w� ਧग़ޱ ࣨ内ʹۭؾΛਧ͖ग़͠·͢ɻ
wޱࠐٵ� ࣨ内ͷۭؾΛࠐ͍ٵΈ·͢ɻ
w�ϑΟϧλʔ ͷϗίϦ΍ΰϛΛऔΓআ͖·͢ɻؾΜۭͩࠐ͍ٵ
w�熱ަث׵ 冷ਫ·ͨ͸ԹਫΛྲྀͯ͠ɺࠐ͍ٵΜۭͩؾΛ冷๪·ͨ͸ஆ๪͠·͢ɻ
w�ΤΞൈ͖ห 熱ަث׵ͷΤΞʔΛ手ಈʹΑΓൈ͖·͢ɻ

78シϦʔζʹ͸υϨϯύϯ͕͋Γ·ͤΜͷͰɺૢ 作͢Δͱ͖͸ผ్༰ث౳Ͱड͚ͯྲྀԽ͠ͳ͍
Α͏஫ҙ͍ͯͩ͘͠͞ɻ

w�ϑΝϯ ճసۭ͠ؾΛૹΓ·͢ɻ
w�Ϟʔλʔ ϑΝϯΛճసͤ͞·͢ɻ
w�υϨϯύϯ 熱ަث׵ͰۭؾΛ冷΍ͨ͠ͱ͖ʹग़Δਫ（υϨϯਫ）Λड͚·͢ɻ

LV, VW-WREシリーズ ˞ɿ78ʹ͸෇͍͓ͯΓ·ͤΜɻ

ϕʔス
ϑΟϧλʔ

લύωϧ

άϦϧࠐٵ

ఈ　൘

ଆ໘έʔシϯά
औ෇൘

υϨϯύΠϓ˞

˞

˞

ϑϨʔム

औ෇ۚ۩（ӈ）スΠον
ϘοΫス

ਫೖ15��4ޱϝωδ
ਫग़15��4ޱϝωδ

ଆ໘έʔシϯά औ෇ۚ۩（ࠨ） ਧग़άϦϧ 熱ަث׵ υϨϯύϯ ϑΝϯ

্έʔシϯά

VW-WE2シリーズ

෩ྔ੾׵ϩʔλϦʔスΠον

ϑΟϧλʔ

έʔシϯά
อޢ໢

લύωϧ

熱ަث׵

ਫൈ͖
όϧϒ

電ݯϓϥά

Թਫ։ดϨόʔ

Ϟʔλʔ

ΤΞൈ͖ห

[7] お願い

お願い
長時間使用しない時は、主電源を切ってください。
安全のため電源を切ること。故障のおそれあり。

運転期間中は電源を切らないでください。
ドレンポンプや開閉に通電を要する電動弁を組込んだユ
ニットは故障のおそれあり。

ユニットの使用温度範囲を守ってください。
範囲外で使用した場合、故障のおそれあり。

吹出口・吸込口を塞がないでください。
風の流れを妨げた場合、能力低下・故障のおそれあり。

エアフィルターを外した状態で運転しないでください。
ユニット内部にゴミが詰まり、故障のおそれあり。

ユニットを電気的ノイズの発生源がある所に据付ける場合
は、ノイズ対策を行ってください。
インバーター機器・自家発電機・高周波医療機器・無線
通信機器などの影響によるユニットの故障・誤動作のお
それあり。

ユニットから発生する電気的ノイズが問題となる所に据付
ける場合は、ノイズ対策を行ってください。
医療行為を妨げるおそれあり。
映像放送の乱れ・雑音が生じるおそれあり。
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3. 据付方法
3-1. 据付場所の選定

w� ࣭ྔʹे෼଱͑Δݻڧͳߏ଄ͷ৔所ʹ࣮֬ʹਾ෇͚͍ͯͩ͘͞ɻڧ౓͕ෆ଍͍ͯ͠Δ৔߹ɺຊମ͕མԼ·ͨ͸స౗͠ɺ
͚͕ͷݪҼʹͳΓ·͢ɻ
w�ਾ෇Ґஔͷબఆ͸ϢχοτʹΑΓਧ͖ग़͞ΕΔԹ෩͕෦԰શମʹ॥؀͢Δ৔所͔ɺ֎ؾʹ໘͍ͯ͠Δ૭ͷԼɺ·ͨ͸഑
؅ͷ͠΍͍͢ͱ͜ΖΛ͓બͼ͍ͩ͘͞ɻ�
ͦͷࡍ෦԰ͷग़ೖۙ͘ޱʹਾ෇͚·͢ͱɺग़ೖΓͷͱ͖Թ෩͕ಀ͛·͢ͷͰͳΔ΂͘ग़ೖޱΑΓ཭Εͨͱ͜Ζʹਾ෇͚
͍ͯͩ͘͞ɻ

【適切な据付位置】 【暖房負荷を10％多く見積もる必要あり】【暖房負荷を5％多く見積もる必要あり】

Ϣχοτ
Ϣχοτ

Ϣχοτ

ؾ֎ ૭ ؾ֎ ૭ ؾ֎ ૭
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3-2. 据付工事
w� Լهʮਾ෇ਤʯΛߟࢀʹɺඞͣਫ平ʹਾ෇͚͍ͯͩ͘͞ɻਫ平ʹਾ෇͚ΒΕ͍ͯͳ͍৔߹ɺυϨϯഉਫʹࢧোΛ͖ͨ͠
ਫ࿙ΕͷݪҼʹͳΓ·͢ɻ
w�ࠝแࡐΛ࣮֬ʹॲཧ͠ഇ͍ͩͯ͘͞͠غɻ஠ଉނࣄ΍͚͕ͷݪҼʹͳΓ·͢ɻ

LV-WRE-M1,W1･VW-WRE-M1,W1 シリーズ
● 据付位置
࣍ͷ৚݅ʹ͋ͬͨҐஔΛબΜͰ͍ͩ͘͞Ň
w� 冷Թ෩͕෦԰શମʹ॥؀͢ΔҐஔ
w�֎ؾʹ໘͍ͯ͠Δ૭ͷԼ
w�ग़ೖ͔ޱΒͳΔ΂͘཭ΕͨҐஔ
w�഑ࣄ޻؅ͷ͠΍͍͢Ґஔ
w�͔ͬ͠Γͨ͠চ໘ͷ্

【ご注意】
น໘ͳͲʹຒΊࠐΜͰ͝࢖༻ͷ৔߹͸ຊମͷ྆ଆʹ
��5DNҎ্Ŋ ্ଆʹ�DNҎ্ͷۭؒΛ֬อͯͩ͘͠
͍͞Ň

● 前パネル・ケーシングの外し方
෩ྔௐઅスΠον͕ʮ੾ʯʹͳ͍ͬͯΔ͜ͱΛ֬ೝͯ͠
͔ΒέʔシϯάΛ֎͍ͯͩ͘͠͞ɻ

w�前パネル　ਧग़ޱͷϫΫ্෦ʹ྆手Λ͔͚ɺ੩͔ʹ্
ʹ্͍࣋ͪ͛ͯͩ͘͞ɻ

લύωϧ

લύωϧ

੩͔ʹ্ʹ্࣋ͪ͛Δ

੩͔ʹલʹ౗͢

औ෇͚Δ࣌͸લύωϧԼ෦ͷ݀ʹຊମͷπϝΛૠೖ͠ٯͷ
手ॱͰ͍ͩͯͬ͘͞ߦɻ

w�側面ケーシング　औ෇ωδΛ֎ͯ͠੩͔ʹ্ʹ࣋ͪ
্͍͛ͯͩ͘͞ɻ

੩͔ʹ্ʹ্࣋ͪ͛Δ

Լ෦औ෇݀

ଆ໘έʔシϯά

ଆ໘έʔシϯά

औ෇ۚ۩

औ෇͚Δ࣌͸ଆ໘έʔシϯάԼ෦औ෇݀ʹຊମͷπϝΛૠ
ೖ͠ٯͷ手ॱͰ͍ͩͯͬ͘͞ߦɻ

【ご注意】
ଆ໘έʔシϯάͷऔ෇ۚ۩Λฆࣦ͠ͳ͍Α͏ʹ͝஫ҙ
͍ͩ͘͞ɻ·ͨऔ෇ωδΛ֎࣌͢͸υϥΠόʔͷઌͳͲ
ͰέΨͳͲ͠ͳ͍Α͏ʹे෼஫ҙ͍ͯͩ͘͠͞ɻ

● 床面固定方法
͔ͬ͠Γͨ͠চ໘΁ਫ平ʹਾ෇͚͍ͯͩ͘͞Ň
ΓŊ͚ͨ܏ ৞ͷ্ͳͲʹ௚઀ਾ෇͚ͳ͍Ͱ͍ͩ͘͞Ň

ʲݻఆͷ͔ͨ͠ʳ
���લύωϧɾ྆ଆ໘έʔシϯάΛ֎͍ͯͩ͘͠͞ɻ
���෇ଐͷఈ൘ͷ্ʹຊମΛஔ͖ɺऔ෇݀Λ߹Θͤͯ෇
ଐͷ໦ωδ（̐ݸ）Ͱচ໘ʹݻఆ͍ͯͩ͘͠͞ɻ

औ෇݀ͷத৺Λ߹Θ͍ͤͯͩ͘͞ɻ

ຊମ

ఈ൘

໦ωδ
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VW-WE2(-W) シリーズ
● 前パネル・ケーシングの外し方
෩ྔௐઅスΠον͕ʮ੾ʯʹͳ͍ͬͯΔ͜ͱΛ֬ೝͯ͠
͔ΒέʔシϯάΛ֎͍ͯͩ͘͠͞ɻ

w�前パネル　্෦Λ手લʹҾ্͍ͯ࣋ͪ͛Δͱ֎Ε·
͢ɻ
w�ケーシング　ਖ਼໘্෦ͷऔ෇ωδ ݸ�	 
ɺԼ෦ࠨ෦ͷ
νϣ΢Ϙϧτ ݸ�	 
ɺԼ෦ӈ෦ͷνϣ΢φοτ ݸ�	 

Λ֎ͯ͠ɺ্ํ΁্࣋ͪ͛ɺ手લʹҾ͘ͱ֎Ε·͢ɻ

औ෇ωδ

νϣ΢φοτ

νϣ΢Ϙϧτ

● 床面固定方法
લύωϧɾέʔシϯάΛऔ֎ͨ͠ͷͪɺ෇ଐͷ໦ωδ�
	� ݸ 
 Ͱচ໘ʹݻఆ͍ͯͩ͘͠͞ɻ

চ໘ݻఆ݀

น໘औ෇Ґஔਤ

5�0　ܗ�00
655　ܗ�00
�80　ܗ400

��8　ܗ�00
��4

40��

4
5
0

4
�
8

�50　ܗ�00
��8　ܗ400

● 壁面固定方法
���લύωϧɾέʔシϯάΛऔ֎ͨ͠ͷͪɺ෇ଐͷ໦ωδɺ
ۚ࠲ 	֤ ݸ� 
 Ͱน໘ʹݻఆ͍ͯͩ͘͠͞ɻ

���औ෇Ґஔਤʹै͍製඼ຊମ͕ਫ平ʹͳΔΑ͏Լ݀Λ
4Χ所͚͋ɺ্෦̎Χ所ʹ໦ωδΛࢭΊ͍ͯͩ͘͞ɻ

���製඼ΛҾֻ͚ͬͯԼ෦̎Χ所ΛࢭΊ͍ͯͩ͘͞ɻ

w�壁がコンクリートの場合
ίϯΫϦʔτυϦϧʹͯ݀Λ͚͋ɺԖ؅·ͨ͸ԘϏ؅
	 スλʔϓϥά 
 ౳ΛଧͪࠐΈɺ໦ωδͰऔ෇͚ͯ͘
͍ͩ͞ɻ

w�壁がベニヤの場合
໦ωδΛऔ෇͚Δ֤所ʹ͋Β͔͡Ίิڧ൘౳Λนͷ
தʹೖΕɺ໦ωδʹͯऔ෇͚͍ͯͩ͘͞ɻ

໦ωδ
ۚ࠲

スλʔϓϥά（ԘϏ製）
Ԗ؅

൘ڧิ

⿟ϕχϠ൘౳ͷ৔߹⿟ίϯΫϦʔτ౳ͷ৔߹
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3-3. 配管・防露工事

LV-WRE-M1,W1･VW-WRE-M1,W1 シリーズ
● 配管方法
഑ޱ؅͸Լଆ͕冷Թਫೖޱɺ্ଆ͕冷Թਫग़ޱͰ͢ɻʪ78-83&-.�
8�シϦʔζ͸ԹਫͷΈʫ
ੇ๏͸冷Թਫೖޱɾग़ޱͱ΋̥̩�ʗ4ϝωδͰ͢ɻ�-7-83&ͷ৔߹�	78-83&ͷ৔߹�15���ϝωδͰ͢ɻ

w� 冷Թਫೖޱɾग़ޱʹ͸ඞͣόϧϒΛऔ෇͚͍ͯͩ͘͞ɻ͓手ೖΕͷͱ͖ͳͲศརͰ͢ɻ
w�όϧϒɾ഑؅ͳͲ͸׬શʹ๷࿐ࣄ޻Λ͍ͯͩ͘͠͞ɻಛʹ࿐͕อԹࡐʹਁಁ͠ͳ͍Α͏ʹ୺຤ॲཧΛ׬શʹͯͩ͘͠͞
͍ɻʪ-7-83&-.�
8�シϦʔζͷΈʫ
w�υϨϯ഑؅ʹϏχʔϧϗʔスΛ࢖༻͢Δ৔߹͸ϗʔス͕ͭͿΕͳ͍Α͏ʹ͍ͯͩ͘͠͞ɻ
w�υϨϯύΠϓ͸ແཧ໼ཧຊମ͛ۂʹํޙͳ͍Ͱ͍ͩ͘͞ɻ�
ແཧʹ͛ۂ·͢ͱɺυϨϯύΠϓُ͕྾͢Δ͓ͦΕ͕͋Γ·͢ɻ

15�ʗ4Φωδ
ਫೖޱ

ਫग़ޱ
15�ʗ4Φωδ

υϨϯύΠϓ
�П�8ܘ֎

υϨϯύΠϓ
ແཧ໼ཧ͛ۂͳ͍
Ͱ͍ͩ͘͞ɻ

85 50

80

85 55

�
�
�

�
�
0

�
�
0

4
0
0

�0

੾׵όϧϒ
（15�ʗ4#）

ௐ੔όϧϒ
（15�ʗ4#）

ガス管使用の場合 フレキシブルチューブをご使用の場合
【ご注意】　最高使用圧力は0.98MPaです。

〈
前
面
〉

〈
後
面
〉

〈
前
面
〉

〈
前
面
〉

〈
後
面
〉

〈
後
面
〉

● エア抜きについて
w� ΤΞൈ͖͸഑؅෦ͷҰ番͍ߴ所ʹऔ෇͚͍ͯͩ͘͞ɻ
シスλʔϯλϯΫͷಀ͠؅ͱ݉ͶΔ͜ͱ΋Ͱ͖·͢ɻ
w�഑؅ޯ഑͸Ͱ͖Δ͚ͩେ͖͘͠ɺ࠷௿Ͱ΋�ʗ�00
ʹ͍ͯͩ͘͠͞ɻ

シスλʔϯλϯΫ

ϙϯϓ

ਫൈ͖ห

ű Ŗ Ū
ŴƅƃŲƅ
ŧ Ž Ŗ

w� ഑؅ͷ్தʹತ෦Λͭ͘Βͳ͍Ͱ͍ͩ͘͞ɻ

● ポンプ揚程について
w� ϙϯϓ༲ఔ͸Ϣχοτͷ୆਺ʹΑΓબఆͯͩ͘͠͞
͍ɻ
w�ϙϯϓ༲ఔେͷ৔߹͸ɺϙϯϓుग़ଆͷ࠷΋͍ۙ所ʹ
όϧϒΛऔ෇͚ͯѹྗΛௐઅ͍ͯͩ͘͠͞ɻ�
ϙϯϓࠐٵଆͰେؾѹҎ্Ͱ͋Δ͜ͱ͕ඞཁͰ͢ɻ

● 水抜きについて
w� ਫൈ͖ห͸഑؅෦ͷҰ番௿͍所΁औ෇͚ͯ഑؅内શ
෦ͷਫ͕̍Χ所Ͱൈ͚ΔΑ͏ʹ͍ͯͩ͘͠͞ɻ
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VW-WE2(-W) シリーズ
● 配管方法
w� ഑ޱ؅͸ޙଆ͕Թਫೖޱɺલଆ͕Թਫग़ޱͱͳ͍ͬͯ
·͢ɻ
w�഑ޱ؅ͷੇ๏͸ԹਫೖޱɺԹਫग़15ʹڞޱ�ʗ ��
ϝωδͱͳ͍ͬͯ·͢ɻ

Թਫग़ޱ
15�����ϝωδ

Թਫೖޱ
15�����ϝωδ

45 45

��
�

��850��5890�



3-4. 電気工事
w� Լهʮ઀ଓਤʯΛߟࢀʹ電ؾ഑ઢΛ͍ͩͯͬ͘͞ߦɻ
w�電ؾ഑ઢࣄ޻͸ʮୈҰछ電࢜ࣄ޻ؾʯͷ֨ࢿͷ͋Δऀ͕͍ߦɺඞͣઐ༻ճ࿏Λ࢖༻͍ͯͩ͘͠͞ɻ�
ҼʹͳΓ·͢ɻݪͷࡂোɾൃԎɾൃՐɾՐނ電ɾײෆඋɾ༰ྔෆ଍͕͋Δͱ޻ࢪ
w� % छ઀஍ࣄ޻（Ξʔスࣄ޻）͸ɺ内ઢنఔʹ͍ͩͯ͘͞͠޻ࢪ͍ͯͮجɻ·ͨɺΞʔスઢ͸Ψス؅ɾਫಓ؅ɾආཕ਑ɾ
電࿩ͷΞʔスઢʹ઀ଓ͠ͳ͍Ͱ͍ͩ͘͞ɻײ電ɾϊΠζʹΑΔޡಈ作ɾൃԎɾൃՐɾՐࡂɾരൃͷݪҼʹͳΓ·͢ɻ
wࢦ�ఆҎ֎ͷ電ݯ電ѹΛ઀ଓ͠ͳ͍Ͱ͍ͩ͘͞ɻ機ثଛইɾނোɾൃԎɾՐࡂͷݪҼʹͳΓ·͢ɻ

1 ■ 接続図

LV-WRE-M1・W1

VW-WRE-M1・W1

VW-WE2 (-W)

Ϋϩ Ϋϩ

ϑΝϯίΠϧϢχοτຊମ
̘

̢
̍ʙ
̢̛

ΞΧ

ΞΦ

ϛυϦ

シϩ シϩ

ΞΧ

ΞΦ

ϛυϦ

シϩ

シϩ

Ϋϩ

̡̥

̗̑ϋΠ

̗̍シϩ
̗̏

̖̒

̖̑

̖̐

̖̏

̖̎

̖̍

̥̗

（ऑ）（த）（ڧ）

̥電ݯ
୯૬̍̌ ̫̌
̑̌ ʗ̒̌ ̝͉

（੾）

̢
̍ʙ
̢̛

Ϋϩ Ϋϩ

ϑΝϯίϯϕΫλʔຊମ

ΞΧ

ΞΦ

ϛυϦ

シϩ̖̒ シϩ

̖̑ ΞΧ

̖̐ ΞΦ

̖̏ ϛυϦ

̘

シϩ

シϩ
̖̎

̖̍

U˃U˃

̥̗

（ऑ）（த）（ڧ）

̥電ݯ
୯૬̍̌ ̫̌
̑̌ ʗ̒̌ ̝͉

（੾）

μΠμΠ
̷̩ ̷̧̩ ̘

ϦϨʔ઀఺

αʔϞӡస
電ࢠαʔϞスλοτճ࿏

̡̥࿈ଓ

̢
̍ʙ

̢̛

ϑΝϯίϯϕΫλʔຊମ
シϩ

シϩ

̖̍

̖̎
̖̏

ΞΧ ̘シϩ

（ڧ）

（த）

（ऑ）Ϋϩ

ΞΦ

Ω
̖̒

̖̑

̖̐

̥電ݯ
୯૬̍̌ ̫̌
̑̌ ʗ̒̌ ̝͉

Ϋϩ

ΞΦ

Ω

シϩ

̎

̍

̏

੾

̧̨

号ه
̢̛
̘

໊　　শ
ૹ෩機༻電ಈ機
ίϯσϯαʔ

̡̥ ӡసදࣔ౮（̡ ̙̚ ）
̥̗ ԡϘλϯスΠον

#�ŋ#�ŋ#5 ̥̒ ίωΫλʔ（電ಈ̏ํห༻）
"�ʙ"6 ̥̒ ίωΫλʔ
̥ ϓϥά

号ه
̢̛
̘

໊　　শ
ૹ෩機༻電ಈ機
ίϯσϯαʔ

̡̥ ӡసදࣔ౮（̡ ̙̚ ）
̷̩ ̘ 冷෩๷ࢭϙδスλʔ
̷̩ ̧ ࣨԹαʔϛスλʔ

̥̗ ԡϘλϯスΠον
"�ʙ"6 ̥̒ ίωΫλʔ
̥ ϓϥά

号ه
̢̛
̘

໊　　শ
ૹ෩機༻電ಈ機
ίϯσϯαʔ

̖̍ ʙ̖̒ ̥̒ ίωΫλʔ
̧̨ ϩʔλϦʔスΠον

̥ ϓϥά

�஫ ɽ̍�ഁ ઢ෦෼͸ݱ஍഑ઢΛࣔ͠·͢ɻ（ฐࣾ手഑֎）

�஫ ɽ̍�ഁ ઢ෦෼͸ݱ஍഑ઢΛࣔ͠·͢ɻ（ฐࣾ手഑֎）

�஫ ɽ̍�ഁ ઢ෦෼͸ݱ஍഑ઢΛࣔ͠·͢ɻ（ฐࣾ手഑֎）
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3-5. 使用水質・循環水量のご注意
w� ϑΝϯίΠϧϢχοτɾϑΝϯίϯϕΫλʔʹ࢖༻͢Δ॥؀ਫͷਫ࣭͸Լهʹै͍ͬͯͩ͘͞ɻ
४ʮ冷ౚۭௐ機༻ਫ࣭ΨΠυϥΠϯʯ（+3"-(--0�）ʹΑ͍ͬͯͩ͘͞ɻجձۀ޻ਫ࣭ɿ೔ຊ冷ౚۭௐ༺࢖

w�ϑΝϯίΠϧϢχοτɾϑΝϯίϯϕΫλʔ΁ͷڅڙਫ͸ɺۭؾ（ࢎૉ）͕࿈ଓతʹ͞څڙΕͳ͍Α͏ɺີดճ࿏΋͠
͘͸ͦΕʹ४ͨ͡システムͱ͍ͯͩ͘͠͞ɻҪਫͷਨΕྲྀ͠΋͘͠͸։์システムͳͲͰɺ഑؅内ʹ༹ଘࢎૉ͕ܧଓత
ҼʹͳΓ·͢ɻݪΕΔͱɺ഑؅෗৯ʹΑΔਫ࿙Εͷ͞څڙʹ

�4850��5890�



4. 使用方法
w� ӡసΛ࢝ΊΔલʹɺ電ݯճ࿏Λ֬ೝ͍ͯͩ͘͠͞ɻ内༰͸̍��߲ʮ҆શͷͨΊʹඞͣकΔ͜ͱʯΛࢀর͍ͯͩ͘͠͞ɻ

4-1. 運転方法／停止方法

LV-WRE-M1,W1 シリーズ VW-WRE-M1,W1 シリーズ
 操作部

● 風量調節
w�風量調節ボタンでお望みの風量を選んでください。

੾ ऑ த ڧ

෩ྔௐઅ

● 室温調節
ࣨԹௐઅث（ϧʔムαʔϞ）ͷಇ͖ʹΑΓࣨԹΛҰఆʹ
อͪ·͢ɻ

• お部屋の温度を
高くする場合

• 連続運転をする
場合

• お部屋の温度を
低くする場合

ご注意
࿈ଓӡసͷ৔߹͸ϧʔム
αʔϞɺ冷෩๷ࢭαʔϞ͸作
ಈ͠·ͤΜɻ

• 室温の目安
ʻ࿈ଓʼ�ʜ�ࣨԹʹؔ܎ͳ͘

࿈ଓஆ๪
ʻ�ʼ�ʜ�໿ ��ˆ
ʻ4ʼ�ʜ�໿ �5ˆ
ʻ�ʼ�ʜ�໿ �5ˆ
ʻ �ʼʙʻ �ʼͷؒ͸ɺ
ͲͷҐஔͰ΋ηοτͰ͖
·͢ɻࣨԹ͸ਾ෇Ґஔ΍
Ո԰ͷߏ଄ʹΑͬͯҟͳ
Δ͜ͱ͕͋Γ·͢ɻ

ࣨԹௐઅ

௿Թ Թߴ

࿈ଓ

ࣨԹௐઅ

௿Թ Թߴ

࿈ଓ

ࣨԹௐઅ

௿Թ Թߴ

࿈ଓ

● 自動運転の仕方
• 準備
電ݯϓϥά͸ίϯηϯτ
·ΈɺࣨԹௐઅͭࠐࠩʹ
Έ͸ʪ�ʫʙʪ�ʫͷؒʹɺ
෩ྔௐઅϘλϯ͸ʪڧʫ
ʪதʫʪऑʫͷ͍ͣΕ͔ʹ
߹Θͤͯ੾͍͓ͯͯ͑׵
͍ͩ͘͞ɻ

冷風防止サーモについて
ஆ๪ӡస࣌ɺ॥؀ਫԹ౓͕
�0ʙ �5ˆҎ্ʹͳΒͳ͍
ͱૹ෩Λ։࢝͠ͳ͍冷෩๷ࢭ
αʔϞΛ内ଂ͍ͯ͠·͢ɻ͜
ͷͨΊɺ熱ݯ機ͷӡస։࢝௚
ͳͲ͸ૹ෩Λ։࢝͠ͳ͍͜ޙ
ͱ͕͋Γ·͢ɻ

• 運転
॥ ؀ ਫ Թ ౓ ͕ �0 ʙ
�5ˆҎ্ʹͳΔͱɺ෩ྔ
ௐઅϘλϯͰબ͹Εͨ෩
ྔͰϑΝϯ͕ૹ෩Λ։࢝
͠·͢ɻ
ϧʔムαʔϞͷಇ͖ʹΑ
ΓԼͷΑ͏ʹϑΝϯͷӡ
సΛௐઅͯࣨ͠ԹΛอͪ
·͢ɻ
（·ͨ॥؀ਫԹ౓͕�5ʙ
�0ˆҎԼʹͳΔͱɺ冷෩
๷ࢭαʔϞ͕作ಈ͠ɺ
ϑΝϯ͸ࣗಈతʹࢭ·Γ
ૹ෩Λఀ͠ࢭ·͢ɻ）

෩ྔௐઅϘλϯ
ऑɺதɺڧ ϑΝϯΛऑɺதɺࢭఀ˱ڧ

● 風向調節
• 上下方向　ਤͷΑ͏ʹͯ͠ԣϧʔόʔͷ֯౓Λม͑·͢ɻ
冷๪ͷ৔߹͸্͖޲ʹɺஆ๪ͷ৔߹͸Լ͖޲ʹ͍ͯͨ͠
ͩ͘ͱ෦԰ͷԹ౓෼෍͕Α͘ͳΓɺΑΓҰ૚冷ஆ๪ͷޮ
Ռ্͕͕Γ·͢ɻ

• 左右方向　ਤͷΑ͏ʹͯ͠ॎϧʔόʔΛௐઅͯͩ͘͠͞
͍ɻ๮ঢ়ͷ΋ͷΛ࢖༻ͯ͠ௐઅ͢Δ৔߹͸ɺඞཁҎ্ʹ
Ԟʹૠೖ͠ͳ͍Ͱ͍ͩ͘͞（໿�0DN·Ͱ）ɻ�
機ثΛഁଛ͢Δ͓ͦΕ͕͋Γ·͢ɻ·ͨɺઌͷӶརͳ΋
ͷͷ͝࢖༻΋͓΍Ί͍ͩ͘͞ɻ
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VW-WE2(-W) シリーズ
 操作部

෩ྔ੾׵ௐઅスΠον
੾ɾऑɾதɾ�4ڧஈ֊

Թਫ։ดϨόʔ

● 風量調節
w� ෩ྔ੾׵πϚϛΛ͓๬Έͷ෩ྔͷҐஔʹ߹Θͤͯ͘
͍ͩ͞ɻ
w�ӡస࢝Ί͸ʮڧʯʹ͢Δͱ෦԰͕଎͘ஆ·Γ·͢ɻ

● 温水開閉
w� ਤͷΑ͏ʹͯ͠Թਫ։ดϨόʔΛૢ作͍ͯͩ͘͠͞ɻ
w�Թਫ։ดϨόʔΛʠ։ʡଆ΁্͛·͢ͱ熱ަث׵΁Թ
ਫ͕௨ਫ͞Ε·͢ɻ
w�Թਫ։ดϨόʔΛʠดʡଆ΁Լ͛·͢ͱ熱ަث׵΁ͷ
௨ਫ͕ఀ͞ࢭΕ·͢ɻ͜ͷ৔߹ɺӡసఀ࣌ࢭʹ͓͚Δ
ࣗવ์熱ϩスΛ๷͙͜ͱ͕Ͱ͖·͢ɻ
w�Ϩόʔͷ։ดૢ作͸Ώͬ͘Γ͍ͩͯͬ͘͞ߦɻ

։

ด

։

ด
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4-2. 上手な使用方法
w� ਧग़ޱɾޱࠐٵΛ͕࠹ͳ͍ɻ
෩ͷྲྀΕΛ๦͛ͨ৔߹ɺೳྗ௿ԼɾނোͷݪҼʹͳΓ·͢ɻ

w�冷๪࣌ɺ熱ͷ৵ೖΛগͳ͘͢Δɻ
冷๪࣌ɺ௚ࣹ೔ޫͷ౰ͨΔ૭ʹ͸ΧʔテϯΛҾ͘ͳͲͯ͠熱ͷ৵ೖɾ͖͢·෩Λ๷͍Ͱ͍ͩ͘͞ɻ·ͨɺग़ೖޱɾ૭
ͳͲΛ։͚ͨ··ʹ͠ͳ͍Ͱ͍ͩ͘͞ɻӡసޮ཰͕ѱ͘ͳΓ·͢ɻ

w�熱ަث׵ɾϑΟϧλʔͷਗ਼૟͸͜·Ίʹ͏ߦɻ
ϑΟϧλʔͷ目٧·Γ͸෩ͷྲྀΕΛগͳ͘͠ɺӡసޮ཰Λѱ͘͠·͢ɻ͞Βʹɺͦͷ··์ஔ͠·͢ͱނোͷݪҼʹ
ͳΓ·͢ɻಛʹ冷ஆ๪シʔζϯͷ࢝Ίʹ͸ਗ਼૟͍ͯͩ͘͠͞ɻ
（ϗίϦͷଟ͍৔߹͸͜·Ίʹਗ਼૟͍ͯͩ͘͠͞ɻ）　熱ަث׵΋ಉ༷Ͱ͢ɻ

w�熱ަث׵ͷਫൈ͖Λ͢Δɻ
ౙؒظதͰ熱ݯ機Λӡస͠ͳ͍ͱ͖͸（໷ؒͳͲ）͸ϙϯϓΛӡస͓͍͍ͯͯͩ͘͠͞ɻ
ΊΔ৔߹͸ɺࢭʹڞ機ͱϙϯϓݯଛ͢Δ͜ͱ͕͋Γ·͢ɻ熱ഁ͕ث׵Թ͕0ˆҎԼʹͳΔͱɺ॥؀ਫ͕ౚ݁͠熱ަؾ
熱ަث׵内ͷਫΛ׬શʹൈ͍͍ͯͩ͘͞ɻ
ෆౚӷ͝࢖༻ͷ৔߹͸ɺ機ثΛߪೖ͞Ε͓ͨళɺ΋͘͠͸ࣄ޻ళʹ͝૬ஊ͍ͩ͘͞ɻ
⿟水の抜き方
機内഑؅ͷόϧϒΛ࣮֬ʹดΊɺΤΞൈ͖หΛࠨʹճ͠ɺਫൈ͖
ϓϥάΛ֎ͯ͠ਫΛൈ͖·͢ɻਫ͕ग़ͳ͘ͳͬͨΒݩ௨ΓʹดΊ
͍ͯͩ͘͞ɻ

w�熱ަث׵ͷΤΞൈ͖Λ͢Δɻ
௨ਫͷࡍ͸熱ަث׵ͷΤΞൈ͖หΛ։͍ͯɺ内෦ͷΤΞʔΛൈ͍͍ͯͩ͘͞ɻ熱ަث׵内෦ʹΤΞʔ͕͍ͯͬ࢒·͢
ͱɺೳྗ௿ԼͷݪҼʹͳΓ·͢ɻ
⿟エアの抜き方
લύωϧΛ֎ͯ͠（�ʙ �0ทࢀর）ΤΞൈ͖หΛࠨʹճ͠ɺۭ͕ؾग़ͳ͘ͳͬͨΒӈʹճͯ͠ดΊͯ͘
͍ͩ͞ɻ

⿟ご注意
ΤΞൈ͖தɺΤΞൈ͖หʹ͍͍ͭͯΔϏχʔϧνϡʔϒΑΓਫ͕ඈͼग़͓ͦ͢Ε͕͋Γ·͢ͷͰɺϏχʔϧ
νϡʔϒ͸ඞͣυϨϯύϯ内ʹ͋Δ͜ͱΛ֬ೝͯ͠ΤΞൈ͖Λ͍ͩͯͬ͘͞ߦɻ	-7-83&ͷΈ 

஫）78͸υϨϯύϯ͕͋Γ·ͤΜͷͰผ్༰ث౳Ͱड͚͍ͯͩ͘͞ɻ
·ͨɺΤΞൈ͖ޙ͸ਫ࿙Εͷແ͍Α͏ʹ࣮֬ʹΤΞൈ͖หΛดΊ͍ͯͩ͘͞ɻ

LV-WRE-M1,W1
VW-WRE-M1,W1  シリーズの場合

ΤΞൈ͖ห

VW-WE2(-W)  シリーズの場合

ΤΞൈ͖ห

Ϗχʔϧνϡʔϒ

ΤΞൈ͖ห

ਖ਼໘ΑΓϚΠφスυϥΠόʔͰΤΞൈ͖หΛ։͚ਫ͕ग़͖ͯͨΒดΊ·͢ɻดΊͨޙਫ͕ग़ͳ͍͜ͱΛ֬ೝͯ͠
͍ͩ͘͞ɻ

w�շదͳࣨԹʹ͢Δɻ
冷΍͗͢͠ɾஆΊ͗͢ʹ஫ҙ͍ͯͩ͘͠͞ɻपғͷํ͕շదʹͳΔΑ͏ʹௐ੔͍ͯ͋͛ͯͩ͘͠͞ɻ冷๪࣌͸�6ʙ
�8ˆɺஆ๪࣌͸�8ʙ��ˆ͕దԹͰ͢ɻ

w�࣌ʑؾ׵Λ͏ߦɻ
௕࣌ؒకΊ੾ͬͨ෦԰Ͱ͸ۭ͕ؾԚΕ·͢ͷͰɺ࣌ʑ͕ؾ׵ඞཁͰ͢ɻΨスث۩ͱҰॹʹ͏࢖৔߹͸ɺಛʹ஫ҙͯ͠
͍ͩ͘͞ɻ

w�ӡస͠ͳ͍ͱ͖͸ס૩ͤ͞Δɻ
冷๪シʔζϯΦϑͳͲ௕࢖ؒ͝ظ༻ʹͳΒͳ͍ͱ͖͸4ʙ5࣌ؒૹ෩ӡస（όϧϒΛดΊ·͢）Λͤͯ͞े෼ס૩
͍ͤͯͩ͘͞͞ɻෆӴੜͳΧϏ͕ൃੜͯࣨ͠内ʹඈ͠ࢄɺମௐѱԽ΍݈߁Λଛͳ͏ݪҼʹͳΓ·͢ɻ

LV-WRE-M1,W1
VW-WRE-M1,W1  シリーズの場合

ΤΞൈ͖ห

ਫൈ͖ϓϥά
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4-3. 故障を防ぐためのお願い
w� ϑΟϧλʔΛ֎ͨ͠ঢ়ଶͰӡస͠ͳ͍Ͱ͍ͩ͘͞ɻ
ຊମ内෦ʹΰϛ͕٧·ΓɺނোͷݪҼʹͳΓ·͢ɻ

wࢼ�ӡసҎ֎Ͱͷ௕࣌ؒͷӡస͸͓΍Ί͍ͩ͘͞ɻ
৔ͳͲͰ௕࣌ؒӡస͠·͢ͱɺϗίϦ΍ʹ͓͍͕෇ண͢Δ৔߹͕͋Γ·͢ɻݱஙதͷݐ

w࢖�༻Թ౓ൣғΛक͍ͬͯͩ͘͞ɻ
ͩ͘͞༺࢖Թ౓ൣғ内Ͱ͝༺࢖ͷͨΊɺԼਤࢭԹ౓ൣғ͸5ˆʙ�5ˆͰ͢ɻಛʹ冷๪ӡస࣌ɺ݁࿐΍ਫ࿙Ε๷༺࢖
͍ɻ
Լਤͷൣғ֎ɺ·ͨ͸ൣғ内Ͱ΋௕࣌ؒϑΝϯΛఀ͠ࢭ·͢ͱண࿐͢Δ͜ͱ͕͋Γ·͢ɻ
·ͨɺࣨ内Թ౓͕̌ˆҎԼʹͳΔ৔߹͸ɺ॥؀ਫΛࢭΊͳ͍Ͱ͍ͩ͘͞ɻ熱ަث׵ͷਫ͕ౚ݁͠ɺഁଛɾਫ࿙Εͷݪ
ҼʹͳΓ·͢ɻ

湿
球
温
度

（ˆ）Թ౓ٿס

（ˆ）

քݶ༺࢖

ғൣ༺࢖

̍̌
̍̍
̍̎
̍̏
̍̐
̍̑
̍̒
̍̓
̍̔
̍̕
̎̌
̎̍
̎̎
̎̏
̎̐
̎̑
̎̒
̎̓

̍̑ ̍̒ ̍̓ ̍̔ ̍̕ ̎̌ ̎̍ ̎̎ ̎̏ ̎̐ ̎̑ ̎̒ ̎̓ ̎̔ ̎̕ ̏̌ ̏̍ ̏̎ ̏̏ ̏̐ ̏̑

w� அ熱ࡐ͸͕ΕΛ֬ೝ͍ͯͩ͘͠͞ɻ
ຊମͷஅ熱ࡐͷ͸͕ΕΛ఺͍ͩͯ͘͞͠ݕɻपғڥ؀ʹΑͬͯ͸݁࿐͕ൃੜ͠ɺਫ࿙ΕͷݪҼʹͳΓ·͢ɻ

w�ಛघงғؾதͰ࢖༻͠ͳ͍Ͱ͍ͩ͘͞ɻ
機ց༉ɾԘ෼ɾ࣪ؾɾคਖͷଟ͍ͱ͜ΖɺԹઘ஍ଳɺེԽΨスɾੑൃشΨスɾ෗৯ੑΨスͳͲ͕ॆຬ͍ͯ͠Δͱ͜Ζɺ
ҼʹͳΓ·͢ɻݪোͷނ機ͷۙ͘ʹઃஔ͢Δͱ޻प೾Ճߴ

w�ૹ෩ఀ࣌ࢭʹ冷ਫΛྲྀ͞ͳ͍Ͱ͍ͩ͘͞ɻ（-7-83&シϦʔζͷΈ）
ϑΝϯͷఀ࣌ࢭʹ冷ਫΛ࿈ଓ௨ਫ͠ͳ͍Ͱ͍ͩ͘͞ɻຊମ内ͷۭ͕ؾ冷΍͞Εຊମʹ࿐͕෇͖ɺఱҪɾচͦͷଞʹణ
Լͯ͠େ੾ͳ෺ΛೞΒ͢ݪҼʹͳΓ·͢ɻϗテϧɾཱྀؗɾපࣨɾԠ઀ࣨɾձٞࣨͳͲৗ࣌࢖༻͠ͳ͍৔߹͸ಛʹ஫ҙ
͍ͯͩ͘͠͞ɻ΍ΉΛಘͳ͍৔߹͸ɺԼهͷॲஔΛ͍ͩͯ͘͞͠ࢪɻ
ᶃ�ӡస͠ͳ͍Ϣχοτ͸όϧϒΛด͡Δɻ
ᶄ�ࣨ 内ͷԹ౓ɾ࣪౓ΛԼ͛Δɻ
ᶅ�഑؅ʹ電ಈ�ํห·ͨ͸電ಈ̏ํหΛઃஔ͠ɺϑΝϯఀ࣌ࢭʹ冷ਫΛࢭΊΔɻ

w�௕࢖ؒظ༻͠ͳ͍৔߹͸ɺ電ݯΛ੾͍ͬͯͩ͘͞ɻ
ϗίϦͳͲ͕ͨ·ΓՐࡂͷݪҼʹͳΓ·͢ɻ熱ަث׵内͓Αͼ഑؅内ͷਫ΋ൈ͍͍ͯͩ͘͞ɻ
ਫ࿙ΕͷݪҼʹͳΓ·͢ɻ

w�௕͢ࢭఀؒظΔ৔߹͸ɺਫ഑؅ʹਫΛೖΕͨ··์ஔ͠ͳ͍Ͱ͍ͩ͘͞ɻ
ౙقஆ๪ӡసΛத͞ࢭΕͨ৔߹ɺ෦԰ͷԹ౓�͕ 0ˆҎԼʹͳΓ·͢ͱ熱ަث׵内ͷਫ͕ౚ݁͠ɺ熱ަث׵Λഁଛ͢Δ
͜ͱ͕͋Γ·͢ɻͦͷͨΊɺஆ๪Λఀ͞ࢭΕͨͱ͖Ͱ΋॥؀ϙϯϓΛӡస͠ɺ熱ަث׵内ͷਫΛ॥؀͓͔ͤͯ͘͞ɺ
ෆౚӷΛ࢖༻͍ͯͩ͘͠͞ɻ

w�පӃɾ௨৴ۀࣄ所ͳͲʹਾ෇͚Δ৔߹͸ɺϊΠζʹର͢Δඋ͑Λे෼ʹ͍ͩͯͬ͘͞ߦɻ
Πϯόʔλʔ機ثɾࣗՈൃ電機ɾߴप೾ҩྍ機ثɾແઢ௨৴機ͷӨڹʹΑΔϢχοτͷޡಈ作΍ނোͷݪҼʹͳͬͨ
ΓɺϢχοτଆ͔Βҩྍ機͋ثΔ͍͸௨৴機ث΁ͷӨڹΛ༩͑ɺਓମ΁ͷҩྍߦҝΛ๦͛ͨΓɺө૾ɾ์ૹͷཚΕ΍
ҼʹͳΓ·͢ɻݪͷ֐ԻͳͲͷোࡶ
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5. お手入れ
w� ૟আΛ͢Δͱ͖͸ඞͣӡసΛఀͯ͠ࢭɺ電ݯΛ੾͍ͬͯͩ͘͞ɻ内෦ͰϑΝϯ͕ߴ଎ճస͓ͯ͠Γɺ͚͕ͷݪҼʹͳΓ
·͢ɻ
w�ӡసத͓Αͼఀࢭ௚ޙ͸Ϟʔλʔʹ৮Εͳ͍Ͱ͍ͩ͘͞ɻϞʔλʔද໘͕ߴԹʹͳ͍ͬͯ·͢ͷͰɺՐইͷݪҼʹͳΓ
·͢ɻ
w�熱ަث׵ͷϑΟϯʹૉ手Ͱ৮Εͳ͍Ͱ͍ͩ͘͞ɻ͚͕ͷݪҼʹͳΓ·͢ɻ

5-1. フィルターの清掃方法
ຊମʹ͸ؾۭࠐٵͷΰϛΛऔΔͨΊͷϑΟϧλʔ͕͋Γ·͢ɻ�िؒʹ�ճͷׂ߹Ͱਗ਼૟͍ͯͩ͘͠͞ɻ

[1] 清掃のしかた
ܰ͘͸͔ͨ͘ɺ電ؾ૟আ機Ͱਗ਼૟͍ͯͩ͘͠͞ɻԚΕ͕ͻͲ͍৔߹͸ɺ͵Δ·౬͔ਫͰΏ͗͢ચ͍͍ͯͩ͘͠͞ɻચͬͨ
௨Γʹऔ෇͚͍ͯͩ͘͞ɻݩ૩͔ͤͯ͞Βסɺ͠͠ׯ͸ӄޙ
˞͝஫ҙ
ᶃ�ϑΟϧλʔΛ௚઀೔ޫʹ౰ͯͨΓՐͰ͋Ϳ͔ͬͯ͞סͳ͍Ͱ͍ͩ͘͞ɻม͢ܗΔ͜ͱ͕͋Γ·͢ɻ
ᶄ�熱͍͓౬（40ˆҎ্）Ͱચ͏ͱม͢ܗΔ͜ͱ͕͋Γ·͢ɻ

[2] フィルターの脱着方法
w� LV-WRE-M1, W1･VW-WRE-M1, W1シリーズ
ຊମԼ෦ͷࠐٵάϦϧΛάϦϧ্෦ʹ手Λ͔͚ͯ։͚͍ͯͩ͘͞ɻ
（͜ͷ৔߹ɺ手͸ඞͣάϦϧ྆୺ͷϑΟϧλʔΛදࣔ໏൘্෦内ଆͷ͘΅Έʹ྆手Λ͔͚͍ͯͩ͘͞ɻଞͷ෦෼ʹ手Λ
͔͚·͢ͱάϦϧ͕ഁଛͨ͠ΓɺάϦϧͷ֯ͰέΨΛ͢Δ͓ͦΕ͕͋Γ·͢ɻ）
औ෇͚Δ࣌͸ɺٯͷ手ॱͰ͍ͩͯͬ͘͞ߦɻ

ૹ෩機ͷԼ෦ʹࠩ͠ࠐΜͰ͋Γ·͢ϑΟϧλʔͷ手લଆΛҰ౓ԼʹԼ͛ɺ੩͔ʹ手લʹҾ͖ग़͍ͯͩ͘͠͞ɻ

ΈάϦϧࠐٵ

ϑΟϧλʔ ϑΟϧλʔ

w�VW-WE2(-W) シリーズ
ϑΟϧλʔ͸લύωϧޱࠐٵͷ内ଆʹऔ෇͚ΒΕ͍ͯ·͢ɻ
લύωϧΛ手લʹҾ͍ͨͷͪɺϑΟϧλʔΛҾ͖ग़͍ͯͩ͘͠͞ɻ
औ෇͚Δ࣌͸ɺٯͷ手ॱͰ͍ͩͯͬ͘͞ߦɻ

ϑΟϧλʔ

্ʹ্࣋ͪ͛Δ
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5-2. パネル・ドレンパンの清掃方法
w� ֤ύωϧ͕ԚΕͨ৔߹ɺதੑચࡎΛਁͨ͠෍Ͱ১͍͍ͯͩ͘͞ɻ͜ͷ৔߹ɺද໘ʹਫ෼Λ͞࢒ͳ͍Α͏ʹ͍ͯͩ͘͠͞ɻ
w�ϕϯδϯɾシϯφʔɾΨιϦϯͳͲͷ༹ࡎͰ১͖·͢ͱɺ৭͋ͤ΍πϠ͕ແ͘ͳΔ͜ͱ͕͋Γ·͢ͷͰ࢖༻͠ͳ͍Ͱ͘
͍ͩ͞ɻ
w�υϨϯύϯͷԚΕ͕͸ͳ͸ͩ͘͠ͳΓ·͢ͱɺυϨϯͷഉਫΛ๦͛ɺ·ͨӴੜ্ྑ͋͘Γ·ͤΜͷͰυϨϯύϯͷਗ਼ড়
Λ冷๪シʔζϯલ͓Αͼシʔζϯதʹ̍ʙ̎ճ͍ͩͯͬ͘͞ߦɻ
w�ドレンパン・こし網͸ఆظతʹਫચ͍͍ͯͩ͘͠͞ɻ
w�ドレンパン・こし網の脱着方法
લύωϧΛ֎ͯ͠（�
��0 ϖʔδͷલύωϧɾέʔシϯάͷ֎
ͳ͍͜ͱΛ֬ೝͯ͠ɺ࣍ͷ͍ͯͬ࢒র）υϨϯύϯͷதʹਫ͕ࢀํ͠
ཁྖͰऔग़͍ͯͩ͘͠͞ɻ（ਫ͕͍ͯͬ࢒Δ৔߹͸͜͠໢Λ֎͠ɺυϨ
ϯύϯͷࠨ୺Λগ্࣋ͪ͛ͯ͠ഉਫ͍ͯͩ͘͠͞ɻ）
υϨϯύϯͷ手લଆ྆୺Λ྆手Ͱ࣋ͪɺগ্͠ʹ্͛·͢ɻͦͷ··
੩͔ʹࠨӈۉ౳ʹҾ͖ग़͍ͯͩ͘͠͞ɻ
औ෇͚Δ࣌͸ɺٯͷ手ॱͰ͍ͩͯͬ͘͞ߦɻ

【ご注意】
υϨϯύϯ͸थࢷ製Ͱ͢ͷͰ͍ͯͶ͍ʹѻ͍ͬͯͩ͘͞ɻສҰഁଛ͠
ͨ৔߹͸ɺΞϧίʔϧܥ઀ணࡎͰิमͰ͖·͢ɻ

υϨϯύϯ

υϨϯύϯ

͜͠໢
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6. 修理を依頼する前に
঱ঢ় ߲ࣄҼɾ֬ೝݪ ॲஔ

෩͕ʹ͓͏ɻ น΍Ո۩ͳͲʹ͠ΈࠐΜͩʹ͓͍Λ
ΜͰɺ෩Λਧ͖ग़ͨ͢ΊͰ͢ɻࠐ͍ٵ

ɻ͍͍ͩ͘͞࢖͓··োͰ͸͋Γ·ͤΜɻͦͷނ
ͨͩ͠য͛ष͍ͳͲҟৗͳʹ͓͍͕͢Δ৔߹͸ɺ
ӡసΛఀ͓͠ࢭങ্͛ళʹ͝࿈བྷ͍ͩ͘͞ɻ

ʠϐシοʡͱ͍͏Ի͕͢Δɻ Թ౓มԽͰύωϧͳͲ͕๲ுɾऩॖ͠
ͯ͜͢Ε߹͏ԻͰ͢ɻ ɻ͍͍ͩ͘͞࢖͓··োͰ͸͋Γ·ͤΜɻͦͷނ

ϑΝϯ͕ಈ͔ͳ͍ɻ

ఀ電Ͱ͸͋Γ·ͤΜ͔ɻ スΠονΛʮ੾ʯʹͯ͠電͕ݯճ෮͢ΔͷΛ͓଴
͍ͪͩ͘͞ɻ

ϊʔώϡʔζϒϨʔΧ·ͨ͸ώϡʔ
ζ͕੾Ε͍ͯ·ͤΜ͔ɻ

ϒϨʔΧΛೖΕΔ͔ώϡʔζΛަͩͯ͘͞͠׵
͍ɻ

電ݯϓϥά͕֎Ε͍ͯ·ͤΜ͔ɻ 電ݯϓϥάΛίϯηϯτʹೖΕ͍ͯͩ͘͞ɻ
電ݯ電ѹ͕దਖ਼Ͱ͔͢ɻ 電ྗձࣾʹ͝࿈བྷ͍ͩ͘͞ɻ

Α͘冷͑ͳ͍ɻ
ஆ·Βͳ͍ɻ

·Λ;͍͞Ͱ͍ޱɾਧग़ޱࠐٵͷؾۭ
ͤΜ͔ɻ ো֐෺ΛऔΓআ͍͍ͯͩ͘͞ɻ

ϑΟϧλʔ͕ԚΕ͍ͯ·ͤΜ͔ɻ ਗ਼૟ɾަ͍ͩͯ͘͞͠׵ɻ
ʮ5��͓手ೖΕʯࢀর（��ϖʔδ）

૭΍൶͕։͍͍ͯ·ͤΜ͔ɻ ดΊ͍ͯͩ͘͞ɻ
௨ਫόϧϒ͕ด·͍ͬͯ·ͤΜ͔ɻ ௨ਫόϧϒΛ։͚͍ͯͩ͘͞ɻ

ਫ͕࿙ΕΔ
	-7-83&ͷΈ 


υϨϯϗʔス͕֎Ε͍ͯ·ͤΜ͔ɻ υϨϯϗʔスΛυϨϯഉਫࠐࠩ͠ʹ࣮֬ʹ؅ΜͰ
͍ͩ͘͞ɻ

υϨϯύϯ͸ਖ਼֬ͳҐஔʹ͋Γ·͢
͔ɻ

υϨϯύϯΛਖ਼֬ʹஔ͍͍ͯͩ͘͞ɻ�
（�0ϖʔδ）

͜͠໢ʹΰϛ͕٧·͍ͬͯ·ͤΜ͔ɻ ͜͠໢Λਗ਼૟͍ͯͩ͘͠͞ɻ（�0ϖʔδ）

Ҏ্ͷ͜ͱΛ͓ௐ΂ʹͳͬͯɺͦΕͰ΋ෆ۩߹͕͋Δͱ͖͸࢖༻Λத͠ࢭɺඞͣ電ݯΛ੾͔ͬͯΒ͓ങ্͍͛ͷൢചళʹ
͝࿈བྷ͍ͩ͘͞ɻ

次の場合は故障ではありません。
w� ૽Ի͕༷࢓஋ΑΓ΋͍ߴ�
ࣨ内ͰͷӡసԻ͸൓ڹͳͲʹΑΓɺແڹԻࣨͰଌఆ༷ͨ͠࢓஋ΑΓ΋Ұൠతʹ࣍ʹࣔ͠·͢஋ఔ౓͘ߴͳΓ·͢ɻ

෦԰͍ߴԻޮՌͷٵ ී௨ͷ෦԰ ԻޮՌͷ௿͍෦԰ٵ
Ұ　ൠ　ྫ ์ૹスλδΦɺԻָࣨ౳ Ԡ઀ࣨɺϗテϧϩϏʔ౳ ΦϑΟスɺϏδωスϗテϧ౳
૽ԻΞοϓ஋ �ʙ�ϗϯ 6ʙ�0ϗϯ �ʙ��ϗϯ
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7. 保証とアフターサービス
w� ͝ෆ໌ͳ఺΍मཧʹؔ͢Δ͝૬ஊ͸͓٬༷૬ஊ૭ޱ（ఴ෇ผࢴ）ʹ͓໰͍߹Θ͍ͤͩ͘͞ɻ

7-1. 機器予防保全の目安
保全周期は保証期間を示しているものではありませんのでご注意ください。
ఆظ఺ࢪ࣮ݕͷ৔߹Ͱ΋༧ظͰ͖ͳ͍ಥൃతނൃۮো͕ൃੜ͢Δ͕͋ࣄΓ·͢ɻ
͜ͷ৔߹ɺอূؒظ֎Ͱͷނোमཧ͸༗ঈѻ͍ͱͳΓ·͢ɻ

表 -1．点検周期および保全周期

෦඼໊ ఺ݕ内༰ ఺ݕपظ อશपظ
ʦަ׵·ͨ͸मཧʧ

熱ަث׵
w� ΰϛʹΑΔ目٧·Γɺଛই֬ೝ
w�（॥؀）ਫ࿙Ε֬ೝ

�೥

5೥

ϑΝϯϞʔλʔ
w� ҟৗԻ౳ͷௌ֮֬ೝ
w�ઈԑ఍߅ͷଌఆ

�0
000࣌ؒ

ϕΞϦϯά w� ҟৗԻͷ֬ೝ �5
000࣌ؒ

ϑΝϯɾέʔシϯά
w� ৼΕɺόϥϯスͷ目֬ࢹೝ
w�ΰϛͷ෇ணɺ֎֬؍ೝ

�0೥

υϨϯύϯ
w� ΰϛ٧·ΓɺυϨϯਫͷྲྀΕ֬ೝ
w�ృ૷౳内໘ͷίʔテΟϯάͷണΕɺු্͕Γ֬ೝ

8೥

๷ৼΰム w� ྼԽɺߗԽͷ֬ೝ �0೥

電ಈหɾૢ作หྨ
w� ಈ作֬ೝɺઈԑੑೳ
w�෗৯ɺҟৗԻ֬ೝ

�0
000࣌ؒ

ث機ޚ੍
൘ج
電࣓઀৮ث

w� ಈ作ɺ֎؍ͷ目֬ࢹೝ
w�઀఺ͷߥΕͷ目֬ࢹೝ

�5
000࣌ؒ

ϦϞίϯスΠον w� ૢ作ʹΑΔ੍֬ੑޚೝ �5
000࣌ؒ

ηϯαʔ（αʔϛスλ౳） w� ೖग़ྗͷ֬ೝ 5೥

Խহύωϧ w� ԚΕɺইͷ֬ೝ 8೥

ϩϯάϥΠϑϑΟϧλʔ
w� 目ࢹʹΑΔԚΕɺഁΕ֬ೝ

�೥
（�500࣌ؒ） 5೥

ϓϨϑΟϧλʔ �िؒ 5೥

˞�� ຊද͸ओཁ෦඼Λࣔ͠·͢ɻৄࡉ͸อक఺ܖݕ໿ʹ͍֬ͯͮجೝ͍ͯͩ͘͠͞ɻ�
ຊදʹ͸ຊ機छʹ࢖༻͍ͯ͠ͳ͍෦඼΋ؚΊ͍ͯͯ͠ࡌه·͢ɻ

˞�� ͜ͷอશपظ͸ɺ製඼Λ௕҆͘৺ͯ͠͝࢖༻͍ͨͩͨ͘Ίʹɺอશߦҝ͕ੜ͡Δ·Ͱͷ目҆ؒظΛ͍ࣔͯ͠·͢ͷͰɺద੾ͳอશ
ઃܭ（อक఺ݕඅ༻ͷ༧ࢉԽͳͲ）ͷҝʹ͓໾ཱ͍ͯͩ͘͞ɻ·ͨอक఺ܖݕ໿ͷ内༰ʹΑͬͯ͸ຊදΑΓ΋ɺ఺ݕɾอશͷपظ
͕୹͍৔߹͕͋Γ·͢ɻ

7-1-1. ご使用条件
ʮද -�ɽ఺ݕप͓ظΑͼอશपظʯ͸ɺҎԼͷ͝࢖༻৚݅ͷ৔߹Ͱ͢ɻ

1) සൟͳൃఀͷͳ͍ɺ௨ৗͷ͝࢖༻ঢ়ଶͰ͋Δࣄɻ
（機छʹΑͬͯҟͳΓ·͕͢ɺ௨ৗͷ͝࢖༻ʹ͓͚Δൃఀͷճ਺͸ɺ6ճʗ࣌ؒҎԼΛ目҆ͱ͍ͯ͠·͢ɻ）

2) 製඼ͷӡస࣌ؒ͸ɺ�0࣌ؒʗ೔ɺ�
500࣌ؒʗ೥ͱԾఆ͍ͯ͠·͢ɻ�
·ͨɺԼهͷ߲目ʹద߹͢Δ࣌ʹ͸ɺʮอશपظʯٴͼʮަ׵पظʯͷ୹ॖΛྀ͢ߟΔඞཁ͕͋Γ·͢ɻ
w�Թ౓ɾ࣪౓ͷ͍ߴ৔所ɺ͋Δ͍͸ͦͷมԽͷܹ͍͠৔所Ͱ͝࢖༻͞ΕΔ৔߹ɻ
w�電ݯมಈ（電ѹɺप೾਺ɺ೾ܗ࿪Έ౳）͕େ͖͍৔所Ͱ͝࢖༻͞ΕΔ৔߹ɻ（ڐ༰ൣғ֎Ͱͷ࢖༻͸Ͱ͖·ͤΜ）
w�ৼಈɺিܸ͕ଟ͍৔所ʹઃஔ͞Ε͝࢖༻͞ΕΔ৔߹ɻ
w�ਖᆍɺԘ෼ɺѥེࢎΨスٴͼེԽਫૉͳͲͷ༗֐ΨスɾΦΠϧϛスτ౳ྑ͘ͳ͍งғؾͰ͝࢖༻͞ΕΔ৔߹ɻ
w�සൟͳൃఀͷ͋Δ৔߹ɺӡస͕࣌ؒ௕͍৔߹ɻ（�4ۭ࣌ؒௐ౳）
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7-1-2. 補修用部品の保有期間について
ิम༻෦඼ͷ࠷௿อ༗ؒظ͸ɺ製଄ଧͪ੾Γޙ�೥ؒͱͳ͍ͬͯ·͢ɻ
͜ͷؒظ͸ۀ࢈ࡁܦলͷࢦಋʹΑΔ΋ͷͰ͕͢ɺ౰ࣾ͸͜ͷج४ʹΑΓิम༻෦඼Λௐୡ্ͨ͠मཧʹΑͬͯੑೳΛҡ࣋
Ͱ͖Δ৔߹͸ɺ͓٬༷ͷ͝ཁ๬ʹΑΓ༗ঈमཧΛ࣮ࢪக͠·͢ɻ

7-2. 消耗部品の交換周期目安
交換周期は保証期間を示しているものではありませんのでご注意ください。

表 -2．交換周期
෦඼໊ ఺ݕपظ ظप׵ަ

ೳϑΟϧλʔੑߴ

�೥

�೥（�000࣌ؒ）
தੑೳϑΟϧλʔ �೥（�500࣌ؒ）
ಁ࣪ບՃ࣪ث（Ճ࣪ΤϨϝϯτ） 5೥
ώϡʔζ �0೥

˞�� ຊද͸ओཁ෦඼Λࣔ͠·͢ɻৄࡉ͸อक఺ܖݕ໿ʹ͍֬ͯͮجೝ͍ͯͩ͘͠͞ɻ�
ຊදʹ͸ຊ機छʹ࢖༻͍ͯ͠ͳ͍෦඼΋ؚΊ͍ͯͯ͠ࡌه·͢ɻ

˞�� ͜ͷަ׵पظ͸ɺ製඼Λ௕҆͘৺ͯ͠͝࢖༻͍ͨͩͨ͘Ίʹɺަߦ׵ҝ͕ੜ͡Δ·Ͱͷ目҆ؒظΛ͍ࣔͯ͠·͢ͷͰɺద੾ͳอશ
ઃܭ（෦඼ަ׵අ༻ͷ༧ࢉԽͳͲ）ͷҝʹ͓໾ཱ͍ͯͩ͘͞ɻ

7-3. アフターサービスご契約のおすすめ
౰ࣾࢦఆͷαʔϏスձࣾͱอकܖ໿（༗ྉ）͍͚ͨͩΕ͹ɺઐ໳ͷαʔϏスϚϯ͕͓٬༷ʹ୅Θͬͯอक఺ݕΛக͠·͢ɻ
ສҰͷނো࣌΋ૣ͠ݟൃʹظద੾ͳॲஔΛ͕ࣄ͏ߦग़དྷ·͢ɻ

7-4. 移設および廃棄について
w� సډͳͲͰۭௐ機ΛҠಈ࠶ઃஔ͢Δ৔߹͸ઐ໳ͷٕज़͕ඞཁͰ͢ͷͰɺ͓ങ্͛ͷళ·ͨ͸ϝʔΧʔࢦఆͷ͓٬༷૬ஊ
૭ޱʹ͝૬ஊ͍ͩ͘͞ɻ
w�ۭௐ機Λഇ͞غΕΔ࣌͸ɺ͓ങ্͛ͷళ·ͨ͸ϝʔΧʔࢦఆͷ͓٬༷૬ஊ૭ޱʹ͝૬ஊ͍ͩ͘͞ɻ
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■お問合せ窓口におけるお客様の個人情報のお取り扱いについて 
三菱電機冷熱応用システム株式会社は、お客様からご提供いただきました個人情報は、

下記のとおり、お取り扱いします。 

1.お問合わせ（ご依頼）いただいた修理・保守・工事および製品のお取り扱いに関連

してお客様よりご提供いただいた個人情報は、本目的ならびに製品品質・サービス

品質の改善、製品情報のお知らせに利用します。 

2.上記利用目的のために、お問合わせ（ご依頼）内容の記録を残すことがあります。 

3.あらかじめお客様からご了解をいただいている場合および下記の場合を除き、当社

以外の第三者に個人情報を提供・開示することはありません。 

①上記利用目的のために、弊社グループ会社・協力会社などに業務委託する場合。 

②法令等の定める規定に基づく場合。 

4.個人情報に関するご相談は、お問合せをいただきました窓口にご連絡ください。 

三菱電機冷熱応用システム株式会社 修理窓口・ご相談窓口のご案内（冷熱品） 




